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　本号では「髄外腫瘍の手術を極める」と題し，神経鞘腫や髄
膜腫に代表される髄外腫瘍に対する手術について，実践的な戦
略や工夫をまとめていただいた．良性病変であるがゆえに根治
性と機能温存の両立が求められる本病態において，いかにして
安全かつ的確な手術を遂行するか．そのための思考と実践の積
み重ねが凝縮された内容となっている．
　髄外腫瘍の代表である神経鞘腫や髄膜腫は，その解剖学的位
置により手術難易度が大きく異なる．とりわけ，ダンベル型腫
瘍や脊柱管腹側に発生する病変においては，腫瘍の進展範囲や
周囲構造との関係を的確に把握し，アプローチの選択，脊柱安
定性への配慮，さらには硬膜処理や髄液漏予防策など，多くの
観点から術前計画を練る必要がある．術中の柔軟な判断，術後
合併症の回避も含め，各局面で術者の熟慮が問われる領域であ
る．本号では，頸椎から腰椎にいたる脊柱各部の特徴を踏まえ
たうえで，局在別・進展様式別に実践的な工夫や戦略を取り上
げている．腫瘍が脊柱管内外にまたがるダンベル型形態を示す
場合や，椎間孔外・胸腔内へ進展する場合，さらには腹側硬膜
から発生する髄膜腫に対しても，それぞれに応じたアプローチ
とリスク管理が求められる．そうした“迷いを生じやすい”症
例への対応を，豊富な経験と洗練された技術に基づき具体的に
ご提示いただいた．
　また，本号の特色として，文章による記述のみならず，術中
写真・イラスト・連続画像・動画とQRコードの併用により，手
術操作の過程を視覚的に捉えやすくする工夫を重ねたつもりで
ある．読者の皆さまにとって理解を深める助けとなれば幸いで
ある．
　髄外腫瘍の手術においては，根治性・機能温存・低侵襲性・
再発予防といった多くの課題をいかに調和させるかが問われる
ことがある．本号を通じて，さまざまな選択肢や視点があるこ
と，そしてそれぞれの局面でどう工夫して乗り越えていくかを
共有できたことは，大きな意義があると考える．結びに，本企
画にご協力くださった執筆者各位に深謝するとともに，本号が
読者の皆さまにとって日々の診療の一助となることを願ってや
まない．
 （中西一義）
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